












赤ん坊は一人一人違っている,生まれたときから,それぞれに「個性」をもっている一この

ようなきわめて常識的と思われることが科学的に研究されるようになったのは,比較的最

近のことと思われる。 

表 1には,乳児の「個性」に関する研究の概観を示したが,1930 年代には,Shirleyや Gese11

によって先駆的な研究がなされている。1940 年代,1950 年代には,子どもの全体像としての

パーソナリティや個性ということよりも,新生児・乳児における個々の特性や能力について

の「個人差」の研究がなされた。1960 年代にはいると,乳児の「個性」についての研究が,

相次いで発表された。こうしたことの背景としては,新生児・乳児の研究を通して,母子関

係が,母親から乳児へという一方向的な過程ではなく,互いに影響しあう,相互作用的な過

程であることの理解が深まり,その相互作用の一方の主体である乳児の行動特徴を明らか

にすることが,母子関係の解明に重要であることがわかってきたことを指摘することがで

きよう。 

上記の諸研究のうち,もっともよく知られているのは,Thomas と Chess'らによる乳幼児の

「気質」(temperament〕に関する研究であろう。 

Thomasらによれば,行動は,WhatとHowとWhyという3つの測面からとらえることができる

(表 2)。 

What とは,何をするか,何ができるか,という「能力」(ability)に関する側面である。 

How とは,「何を」ではなく,「どのように」するか,という「行動様式」(気質)に関する側

面である。 

Why とは,「なぜ」するか,という「動機づけ」に関する側面である。 

Thomas らは,従来,あまり取り上げられることのなかった“How”(気質)について,その成り

立ちを明らかにしょうとし,その結果,乳児の気質をとらえる行動特徴として,表 3 に示す

ような 9つのカテゴリーを得た。 

Thomas らの研究は注目すべきものではあるが,資料の収集は主として親との面接によって

おり,面接とその記録の整理に 2時間以上を要し,また記録を整理するときにさまざまな解

釈が可能でありうることなどから,実際に適用するのは困難である。そこで,これらの問題



を解決するために,Careyは,Thomasらの面接記録にもとづいて,1970年に,4～7か月の乳児

の気質的特徴を評価するための質間紙を作成し,さらに 1977 年に,その改訂版を発表した

(Carey&McDevitt,1977)。 

筆者らは,Carey の質間紙を翻訳し,標準化を進めているところであるが,これを参考にし

て,新たに,1～2 か月児に適用する質間紙を作成した。ここでは,この「行動様式質間紙」

(1～2 か月児用)について,これまでに得られた若干の結果について報告する。 


